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町
政
報
告
を
す
る
荒
木
町
長

第
３
回
定
例
会 

嘉
島
町
議
会

立
候
補
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
答
弁
に
つ

い
て
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

健
康
に
不
安
も
な
い
。
９
期
36
年

の
経
験
と
人
脈
を
生
か
し
、
山
積

す
る
課
題
の
解
決
に
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
10
期
目
を
目
指
し
て

満
田
和
浩
、
園
田
義
宣
、
森
田
義

雄
、
鍋
田
平
の
４
議
員
が
登
壇
、

来
年
２
月
に
予
定
さ
れ
る
町
長
選

に
つ
い
て
荒
木
町
長
の
意
向
な
ど

を
尋
ね
ま
し
た
。
荒
木
町
長
は

「
気
力
、
体
力
と
充
実
し
て
お
り
、

　

本
年
度
一
般
会
計
で
は
４
億
６

６
９
３
万
５
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
は
69
億
４
３
２
万
４
千
円
に

な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
、
小

中
学
校
便
所
改
修
工
事
費
１
億
２

１
０
０
万
円
、
農
業
の
産
地
生
産

基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
６
５
７

７
万
４
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
費
５
４
１
８
万
９
千
円

な
ど
で
す
。
ま
た
低
所
得
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
給
付
金
と
し
て
６

月
に
専
決
処
分
し
た
４
３
５
万
円

に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
２
件

の
追
加
議
案
が
あ

り
、
嘉
島
西
小
職

員
室
等
改
修
工
事

お
よ
び
井
寺
地
区

の
嘉
島
２
号
汚
水

幹
線
管か

ん

渠き
ょ

（
下
水

道
）
築
造
工
事
の

追
加
工
事
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、

【一般会計予算の主な補正】

◦�小中学校便所改修工事費	 �
� １億 2100万円
◦�新型コロナウイルス対策費	 �
� 5418万９千円

◦�産地生産基盤パワーアップ事業	 �
� 6577万４千円

◦�低所得の子育て世帯支援	�  435万円

↑

【
３
面
に
続
く
】

町
政
報
告

69億432万4千円に
前年度決算７件を認定

本年度一般会計総額

機
関
に
お
け
る
個
別
接
種
と
町
民

体
育
館
に
お
い
て
の
集
団
接
種
を

併
用
し
な
が
ら
、
個
別
接
種
を
６

月
８
日
か
ら
開
始
し
、
集
団
接
種

を
７
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。
な
お
、
医
療
機
関
に

お
け
る
個
別
接
種
は
継
続
中
で
す
。

　

８
月
に
熊
本
県
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
急
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
独
自
に
「
Ｂ

Ａ
５
対
策
強
化
宣
言
」
を
発
令
し

ま
し
た
。
県
民
に
向
け
て
基
本
的

感
染
対
策
の
再
徹
底
と
と
も
に
３

回
目
、
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
の
早
期

接
種
を
呼
び
か
け
、
高
齢
者
ら
重

症
化
し
や
す
い
人
に
つ
い
て
は
、

感
染
の
恐
れ
が
高
い
場
所
へ
の
外

出
を
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

国
は
、
初
回
の
接
種
を
完
了
し

た
人
全
員
を
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
に
す
る

方
向
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
５
歳

か
ら
11
歳
に
つ
い
て
も
３
回
目
接

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

　

７
月
に
入
り
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
う
ち
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ

る
「
Ｂ
Ａ
５
」
の
広
が
り
な
ど
に

よ
る
感
染
拡
大
で
、「
第
６
波
」

を
は
る
か
に
上
回
る
勢
い
で
感
染

者
が
増
加
し
、
全
国
的
に
「
第
７

波
」
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
嘉
島

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
７
月
は
５

６
４
名
、
８
月
に
は
６
５
６
名
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

対
象
者

は
60
歳
以
上
の
方
、
18
歳
以
上
60

歳
未
満
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

等
で
す
。
ま
た
、
国
は
新
規
感
染

者
の
急
増
を
受
け
、
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
人
が
集
ま
る
医
療
機
関

や
高
齢
者
施
設
の
従
事
者
な
ど
、

接
種
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
３
回
目
の
接
種
か
ら

５
カ
月
以
上
経
過
し
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

接
種
方
法
に
つ
い
て
は
、
医
療

　

嘉
島
町
議
会
は
本
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
開
き
、

３
年
度
一
般
会
計
な
ど
決
算
認
定
７
件
を
含
む
21
議
案
（
条
例
４
、

予
算
７
、
決
算
７
、
そ
の
他
３
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

６
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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８
月
６
日
土
曜
日
に
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
屋
上
駐
車
場
に
お
い

て
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
も
踏
ま
え
、
来
場
者

へ
マ
ス
ク
の
着
用
や
消
毒
な
ど
感

染
防
止
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
な
が

ら
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

催
し
も
見
合
わ
せ
、
規
模
縮
小
し

て
花
火
の
み
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
打
ち
上

げ
ら
れ
た
約
３
２
０
０
発
の
花
火

で
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

上
益
城
郡
民
体
育
祭

　

７
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、

益
城
町
を
主
会
場
に
第
72
回
上
益

城
郡
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
21

の
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
総
合
開
会
式
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
会
場
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
嘉
島
町

は
、
８
種
目
に
出
場
し
て
、
空
手

道
が
団
体
優
勝
を
果
た
す
な
ど
健

闘
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
主
会

場
が
嘉
島
町
に
な
る
の
で
多
く
の

種
目
に
出
場
し
、
総
合
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。

り
、
平
成
（
２
０
０
９
）
11
年
以

降
、
水
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国

各
地
で
、
強
烈
な
台
風
や
豪
雨
に

よ
る
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
想
定
を
超
え
る
降
雨
な
ど
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
や
県
と

連
携
し
て
、
防
災
・
減
災
な
ど
災

害
対
策
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

上
益
城
ご
み
処
理
施
設

　

運
営
を
目
指
す
大
栄
環
境
㈱
と

石
坂
グ
ル
ー
プ
が
出
資
し
た
新
会

社
が
令
和
４
年
５
月
30
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
会

社
に
お
い
て
、
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
に
必
要
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
完
了
後
は
、

立
地
協
定
を
締
結
し
、
上
益
城
広

域
連
合
が
土
地
の
造
成
・
整
地
を

行
い
、
運
営
す
る
新
会
社
へ
土
地

を
賃
貸
し
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建

設
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
各
関
係
機
関
と
協
議
や

調
整
を
行
い
、
事
業
の
進
捗
な
ど

随
時
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
、
９
月
末
日
に
換
地
処
分

の
公
告
を
行
い
、
順
次
、
手
続
き

を
進
め
、
今
年
度
内
の
事
業
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
部
台
地
区
画
整
理
事
業

（
ゆ
う
す
い
の
杜
）

　

昨
年
度
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
販

売
し
ま
し
た
保
留
地
34
区
画
に
つ

い
て
は
、
８
月
末
時
点
で
、
33
区

画
で
住
居
の
建
築
が
着
工
し
、
そ

の
う
ち
既
に
17
区
画
で
入
居
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
地
に
お
き
ま
し
て

も
、
15
区
画
で
住
居
の
建
築
が
着

工
し
て
い
ま
す
。
次
期
工
区
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
着
手
し
て
い
る

東
側
の
区
域
で
断
層
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
土
地
利
用
の
見
直
し
な

ど
、
計
画
変
更
の
完
了
後
、
来
年

度
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

治
水
対
策

　

近
年
の
水
害
の
特
徴
と
し
て
、

計
画
規
模
を
超
え
る
想
定
外
の
洪

水
や
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
水
害
、

ま
た
、
台
風
に
よ
る
被
害
が
増
加

し
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
河
川
に
囲
ま
れ
た
地
勢

か
ら
、
以
前
は
雨
季
に
な
る
と

度
々
河
川
が
氾
濫
し
て
、
水
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
年

取
り
組
ん
だ
加
勢
川
の
改
修
が
実

　

昨
年
９
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
、

９
月
12
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
新

し
い
施
設
で
は
、
１
５
０
０
食
程

度
ま
で
対
応
が
で
き
、
２
学
期
か

ら
供
用
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
安
心
で
安
全
な
学
校
給
食
の

提
供
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

嘉
島
西
小
体
育
館
改
修

　

今
年
５
月
中
旬
よ
り
工
事
に
着

手
し
、
体
育
館
本
体
の
工
事
は
夏

休
み
中
に
は
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
側
の
改
修
工
事
が

一
部
残
っ
て
い
ま
す
が
、
２
学
期

か
ら
は
、
体
育
館
の
使
用
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

区
画
整
理
内
の
公
園
整
備
が
10

月
末
に
完
成
す
れ
ば
、
公
共
施
設

の
整
備
は
全
て
完
了
い
た
し
ま
す
。

換
地
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
５
月
か
ら
事
業
計
画
変
更
の
手

続
き
な
ど
を
行
い
、
県
か
ら
変
更

認
可
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

地
権
者
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
も

終
わ
り
、
７
月
に
芝
原
土
地
区
画

整
理
事
業
審
議
会
に
お
い
て
、
換

地
計
画
の
承
認
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
８
月
９
日
に
は
、
県
の
正
式

な
認
可
も
お
り
た
と
こ
ろ
で
す
。

種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

詳
細

に
つ
い
て
は
、 
分
か
り
次
第
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

低
所
得
子
育
て
世
帯
へ
の

生
活
支
援
特
別
給
付
金

　

予
算
は
、
緊
急
性
が
あ
る
た
め

６
月
に
専
決
処
分
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
定
例
会
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
承
認
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

食
糧
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面
す

る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生

活
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

低
所
得
子
育
て
世
帯
（
ひ
と
り
親

以
外
）
に
対
し
て
、
特
別
給
付
金 

（
子
供
１
人
当
た
り
５
万
円
）
を

７
月
28
日
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
対
象
世
帯
は
42
世
帯
の
対

象
者
83
名
で
、
振
込
金
額
は
４
１

５
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
４
月
分

の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
「
ひ

と
り
親
世
帯
」
に
は
、
県
か
ら
自

動
的
に
給
付
金
（
子
供
１
人
当
た

り
５
万
円
）
が
、
既
に
６
月
24
日

に
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

水
の
郷
ま
つ
り
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企
業
誘
致
、
区
画
整
理
…

　

若
い
世
代
転
入
続
く

◆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
幹
部
研

修
会　

９
月
21
日
、
町
民
会
館
会

議
室
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
ら

約
90
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
津
出
悦
男
会
長
と
来
賓
の
荒

木
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
日

赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
名

誉
所
長
小
山
和
作
さ
ん
が
「
高

齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
。
小
山
さ

ん
（
90
）
は
、
自
ら
の
末
期
が
ん

闘
病
記
も
語
り
、「
人
生
諦
め
て

は
い
け
な
い
。
最
後
の
勝
負
は
気

力
」
と
、
前
向
き
に
生
き
る
よ
う

勧
め
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
の
合
併
当
時
に
９
０

１
０
人
だ
っ
た
町
人
口
は
徐
々
に

減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
の
７
２
９
５
人

を
底
に
、
以
降
は
年
々
増
え
続
け
、

今
年
３
月
末
に
は
、
９
８
６
７
人

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
若
い
世
代
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
の
小

学
校
の
入
学
者
は
、
東
西
両
小
合

わ
せ
て
１
５
４
人
で
、
中
学
校
の

入
学
者
１
０
２
人
の
１
・
５
倍
。

児
童
数
増
加
に
対
応
し
て
給
食
セ

ン
タ
ー
が
建
て
直
さ
れ
た
ほ
か
、

保
育
園
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。 　

嘉
島
町
議
会
は
９
月
22
日
、
臨

時
議
会
を
開
き
、
財
産
取
得
な
ど

２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

財
産
取
得
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
役
場
庁
舎
の
会
議
室
用

テ
ー
ブ
ル
（
抗
菌
仕
様
）
と
椅
子

（
抗
ウ
イ
ル
ス
仕
様
）
の
購
入
約

１
２
６
０
万
円
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
案
件
は
、
国
民
健
康

保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
被
用
者

等
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の
適
用
期

間
延
長
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

役
場
庁
舎
会
議
室
用�

テ
ー
ブ
ル
な
ど
購
入

�

町
議
会
臨
時
議
会

　

１
万
人
に
な
っ
た
の
は
、
上
六

嘉
の
久
保
雅
彦
さ
ん
の
次
男
圭
吾

ち
ゃ
ん
。
久
保
さ
ん
一
家
は
、
平

成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
転
入
し
、

８
月
３
日
に
圭
吾
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
、
町
に
と
っ
て
１
万
人
目
の
町

民
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
荒
木
町
長
が
「
あ
な

た
の
誕
生
で
町
の
人
口
が
１
万
人

に
達
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
１

万
人
目
の
町
民
と
証
し
ま
す
」
と

述
べ
、
父
親
の
久
保
さ
ん
に
記
念

証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

周
囲
を
河
川
に
囲
ま
れ
た
嘉
島

町
は
、
以
前
は
頻
繁
に
水
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
加
勢
川

な
ど
の
河
川
整
備
が
進
み
、
水
害

が
発
生
し
に
く
い
環
境
が
整
備
さ

れ
る
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
ビ
ー
ル

工
場
な
ど
企
業
の
進
出
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
さ
ら
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル

な
ど
の
大
型
商
業
店
舗
の
開
業
の

ほ
か
、
商
業
・
工
業
団
地
の
造
成
、

住
宅
地
と
な
る
土
地
区
画
整
理
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

町人口１万人到達
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嘉
島
町
の
人
口
が
１
万
人
を
超
え
、

１
万
人
目
と
な
っ
た
町
民
に
荒
木
町
長

か
ら
記
念
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■嘉島町の人口推移

荒
木
町
長
か
ら
「
人
口
１
万
人
目
」
の
記
念
証
を

贈
ら
れ
た
、
久
保
圭
吾
ち
ゃ
ん
の
父
雅
彦
さ
ん
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式
典
で
は
、
河
田
信
之
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
長
が
「
施
設
を
拠
点

に
、
県
サ
ッ
カ
ー
が
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
強
化
、
育
成
を
図

く
多
く
の
町
民
が
楽
し
め
る
場
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。
荒
木

町
長
も
「
こ
の
地
か
ら
サ
ッ
カ
ー

の
日
本
代
表
選
手
が
世
界
に
羽
ば

た
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
河
田
会
長
や
荒

木
町
長
ら
が
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
ピ
ッ
チ
に
け
り
込
み
、
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
よ
る
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
、

ヤ
ン
グ
な
で
し
こ
コ
ー
ナ
ー
、
シ

ニ
ア
選
手
に
よ
る
Ｐ
Ｋ
合
戦
な
ど

も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
天
然
の
芝
生

広
場
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
び
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
町
が
造
成
し
た

用
地
に
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
施

設
を
整
備
す
る
官
民
連
携
で
造
ら

れ
ま
し
た
。
照
明
設
備
の
あ
る
人

工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
２
面
は
、
近

く
町
に
寄
付
さ
れ
た
後
、
県
協
会

の
子
会
社
、
㈱
熊
本
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
き
ま

す
。

り
、
全
国
有
数
の
サ
ッ
カ
ー
王
国

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
田
嶋
幸
三
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
長
の
「
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な

で
い
け
な
い
」
と
の
思
い
も
あ
り
、

開
催
を
決
め
ま
し
た
。
た
だ
、
祭

り
ま
で
に
関
係
者
に
感
染
者
が
出

れ
ば
、
開
催
は
中
止
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

例
大
祭
は
10
月
17
日
（
月
）
午

前
11
時
か
ら
人
数
を
絞
っ
て
開
催
。

呼
び
物
の
獅
子
舞
奉
納
は
、
週
末

の
22
日
（
土
）
午
後
４
時
ご
ろ
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。
奉
納
の
最
後
に

獅
子
が
約
20
㍍
の
柱
に
上
り
、
境

内
の
参
拝
者
た
ち
に
ボ
タ
ン
の
花

を
投
げ
る
予
定
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
六
嘉
神
社
社
務

所
☎
２
３
７－

２
１
７
４
へ
。　

　

嘉
島
町
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て

広
く
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
「
六
嘉

獅
子
舞
」
が
３
年
ぶ
り
に
奉
納
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
を
懸
念
し
て
見
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
中
止
を
続
け
て

い
て
は
、
若
い
後
継
者
に
つ
な
い

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝
い
、

祝
辞
を
述
べ
る
荒
木
町
長

完
成
を
祝
い
、
キ
ッ
ク
イ

ン
す
る
荒
木
町
長
ら

　

下
六
嘉
の
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
に
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
・
コ
ス
モ
ス
）
が
整
備
さ
れ
、
９
月
３
日
、
田
嶋
幸
三

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
や
関
係
者
ら
約
70
人
が
出
席
し
て
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
感
染
症
の
新
規
感
染
者
数
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

Ｊ
Ｓ
を
主
催
す
る
町
と
町
体
育

協
会
で
は
「
競
技
の
際
は
、
接
触

や
３
密
が
避
け
ら
れ
ず
、
町
民
の

安
心
・
安
全
を
最
優
先
に
考
え

た
」
と
説
明
。
ま
た
文
化
祭
の
企

画
・
運
営
に
当
た
る
町
文
化
協
会

で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

に
練
習
も
で
き
な
い
状
況
が
続
き
、

開
催
は
困
難
」
と
話
し
、
残
念
が

る
方
々
に
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
で
も
、
12
月
３
日
に
予
定
し
て

い
た
「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集

い
」
の
本
年
度
の
中
止
を
決
め
ま

し
た
。

　

嘉
島
町
の
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
恒
例
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス

ポ
ー
ツ
（
Ｊ
Ｓ
）
か
し
ま
と
町
文

化
祭
は
、
一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
、

今
年
も
見
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ジ
ョ
イ
ス
ポ�

　

今
年
も
中
止

町
文
化
祭
と

人
権
集
い
も

六
嘉
獅
子
舞�

３
年
ぶ
り
に

感
染
者
出
れ
ば

中
止
や
む
な
く

日
本
協
会
長
ら
集
い
完
成
祝
う

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

町運動公園
東 エ リ ア
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嘉島町乗合タクシー実証実験 10月17日～11月16日

ゆうすい

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
住
民
の
日

常
生
活
に
必
要
な
交
通
手
段
を
確

保
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
域

活
性
化
が
目
的
で
す
。
事
業
の
本

格
運
用
に
先
立
っ
て
、
事
業
の
内

容
や
利
用
方
法
を
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、
事
業
を
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
に
実
証
実
験
を
行
い
ま

す
。

　

役
場
や
金
融
機
関
、
医
療
機
関
、

商
業
施
設
な
ど
29
カ
所
の
乗
降
所

を
指
定
し
、
予
約
し
た
人
の
自
宅

等
を
結
び
ま
す
。
こ
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
、
自
宅
か
ら
乗
車
で
き
る

タ
ク
シ
ー
と
、
バ
ス
の
よ
う
な
低

価
格
で
利
用
で
き
る
と
い
う
利
点

を
併
せ
持
っ
た
新
し
い
地
域
公
共

交
通
機
関
で
す
。

　

運
行
は
、
往
路
・
復
路
と
も
１

日
３
回
。
往
路
の
出
発
は
９
時
、

10
時
、
13
時
。
復
路
は
11
時
、
12

時
、
15
時
。
そ
れ
ぞ
れ
出
発
時
刻

の
1
時
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。

　

料
金
は
１
回
３
０
０
円
、
児
童

は
半
額
、
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

月
曜
か
ら
土
曜
運
行
し
、
日
曜
・

祝
日
は
運
休
し
ま
す
。

　

利
用
者
登
録
に
必
要
な
用

紙
は
、
町
企
画
情
報
課
で
配

布
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
17
日
か
ら
実
証
実
験
が
行
わ
れ
る
嘉
島
町
乗の

り
あ
い合

タ
ク
シ
ー

の
利
用
者
登
録
を
、
現
在
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方

は
、
利
用
の
１
週
間
前
ま
で
に
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

秋
の
交
通
安
全

運
動
（
９
月
21
～

30
日
）
期
間
中
、

町
内
の
主
要
交
差

点
で
は
町
議
会
議

員
、
交
通
指
導
隊

員
、
交
通
安
全
母

の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

交
通
安
全
協
会
の

皆
さ
ん
が
街
頭
活

動
。
横
断
記
を
手

に
児
童
・
生
徒
ら

の
登
校
を
見
守
り

ま
し
た
。

　

管
内
４
町
合
同
出
発
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
た
め
人
数
を
制
限
し

て
20
日
に
御
船
署
で
行
わ
れ
た
ほ

か
、
22
日
に
は
荒
木
町
長
も
街
頭

巡
視
に
立
ち
、
子
供
た
ち
に
声
を

掛
け
ま
し
た
。

　

◆
熊
本
県
交
通
安
全
功
労
者
表

彰　

9
月
21
日
に
県
交
通
安
全
功

労
者
表
彰
式
が
合
志
市
総
合
セ
ン

タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
で

行
わ
れ
、
町
交
通
指

導
隊
員
の
林
孝
司
さ

ん
＝
写
真
＝
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動

や
月
間
の
安
全
日
を
中
心
に
交
通

指
導
等
を
行
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
活
動
を
通
じ
て
交
通
事
故
防
止

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
個
人
、
団

体
を
県
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

荒木町長も街頭巡視
秋の交通安全運動

※�11月２日までに事前登録をさ
れた方には、実証実験中に利
用できる無料乗車券（１回往
復分）を送付します。

利
用
者
登
録
受
け
付
け
中

GO ゴー！！
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嘉
島
町
は
今
年
度
、
９
月
19
日
の
「
敬

老
の
日
」
に
ち
な
む
敬
老
会
を
、
昨
年
、

一
昨
年
に
続
い
て
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
会
開
催
に
準
備
し
て
い
た
予
算
を
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
と
し
て
助
成
す

る
こ
と
に
な
り
、
９
月
７
日
、
荒
木
町
長

が
津
出
悦
男
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
に

そ
の
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。

　

助
成
金
は
合
計
58
万
９
０
７
０
円
。
13

の
各
ク
ラ
ブ
に
は
均
等
割
り
の
１
万
８
１

３
０
円
の
ほ
か
、
会
員
の
人
数
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
敬
老
会
の
中
止
に
伴
い
、「
米
寿

祝
い
」
も
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

老人クに 
助 成 金敬老会見送り

　

９
月
19
日
の
敬
老
の
日
に
先
立
ち
、

嘉
島
町
は
９
日
、
荒
木
町
長
が
、
恒
例

の
「
百
歳
ご
長
寿
表
彰
」
に
巡
回
し
ま

し
た
。
大
正
11
年
４
月
～
翌
12
年
３
月

生
ま
れ
で
、
本
年
度
に
百
歳
を
お
迎
え

に
な
っ
た
の
は
４
人
。
荒
木
町
長
は
そ

れ
ぞ
れ
お
住
ま
い
を
訪
ね
て
「
百
歳
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
す

ま
す
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
と
首
相
か
ら
の
表
彰
状
と
銀
杯
、

町
か
ら
も
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て

お
祝
い
し
ま
し
た
。

外村 君子 さん
 　　　　＝滝河原

（大正12年２月３日生まれ）

気づかいは人一倍。週３
回の訪問介護の方々にも、
よく声を掛けされるそう
です。

平井 尚子 さん　　　　　　　　　　＝北甘木
　　　　　　（大正11年10月26日生まれ）

音
楽
、
特
に
民
謡
が
お
好
き
。
入
居
施
設
で
体

操
の
際
は
、
机
を
た
た
い
て
楽
し
そ
う
に
リ
ズ

ム
を
と
ら
れ
ま
す
。

満
田 

シ
ズ
子 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
上
島

（
大
正
12
年
1
月
10
日
生
ま
れ
）

週２回のデイサービスでは、
手先の器用さを生かし、季節
ごとの壁飾り作りにも積極的
に協力。

ユーモアがあり、とてもお優
しい椎さん。これからも、楽
しい思い出をたくさん作って
ください。

（
大
正
12
年
1
月
17
日
生
ま
れ
）

椎　

タ
ミ 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
高
田

祝
百
歳

荒
木
町
長
巡
回
表
彰
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嘉
島
町
は
９
月
９
日
、
金
婚
夫
婦
表
彰

式
を
町
役
場
で
開
き
、
手
と
手
を
取
り
合

い
、
苦
楽
を
共
に
し
て
こ
ら
れ
た
ご
夫
婦

の
結
婚
か
ら
半
世
紀
に
及
ぶ
歩
み
を
た
た

え
ま
し
た
。

　

町
内
で
今
年
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
結
婚
50

周
年
の
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
対
象
の
ご

夫
婦
は
、
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
成

婚
さ
れ
た
21
組
で
す
。

　

金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
た
昭

和
47
年
、
日
本
で
初
め
て
札
幌
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
沖
縄
の
施
政
権

が
返
還
、
戦
後
27
年
を
経
て
沖
縄
県
が
本

土
復
帰
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
を
荒
木
町

長
が
振
り
返
り
、「
50
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
ご
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
て
、
今
日
ま

で
元
気
で
、
仲
睦
ま
じ
く
、
共
に
歩
ん
で

こ
ら
れ
た
皆
様
の
歴
史
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
幾
久
し
く
仲
む
つ
ま
じ
く
健

や
か
な
笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と

お
祝
い
。
町
と
熊
日
か
ら
の
表
彰
状
や
記

念
品
を
ご
夫
婦
１
組
１
組
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
に
先
立
ち
、
９
月
７
日
に
は
第

64
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
の
伝
達
式
が
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
木
町
長
が
見

守
る
中
、
町
内
21
組
を
代
表
し
て
森
田
義

雄
さ
ん
、
順
子
さ
ん
の
ご
夫
婦
が
表
彰
状

と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

熊日金婚夫婦表彰伝達
金
婚
式

お
め
で
と
う

結
婚
50
年

猿渡　昭一さん（73）
あけみさん（70）

滝河原

町内21組

お
め
で
と
う

金
婚

表彰

上野健一郎さん（79）
廣子さん（75）
滝河原

中尾昇一郎さん（84）
廣子さん（74）
上六嘉

冨永　重春さん（78）
照代さん（73）
北甘木

森田　義雄さん（74）
順子さん（74）
北甘木

水野　正身さん（72）
満里さん（71）
北甘木

篤岡　　毅さん（75）
小百合さん（70）

井寺

岩本　　止さん（75）
津美子さん（70）

下六嘉

熊
日
か
ら
の
金
婚
夫
婦

表
彰
伝
達
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伴
侶
に
先
立
た
れ
て
金
婚
の
年
を
迎

え
ら
れ
た
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
嘉
島

町
の
結
婚
50
周
年
表
彰
式
が
９
月
９
日
、

町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
荒
木
町
長
は
、
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
た
夕ゆ

う

部べ

照
美
さ
ん
（
71
）
＝
滝

河
原
＝
に
「
結
婚
50
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
大
事
な
思
い
出
の
数
々
を

走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
が
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
も
の
に

な
る
と
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

伴
侶
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
の
結
婚
50

周
年
式
典
は
、
町
が
独
自
に
33
年
前
か

ら
開
い
て
い
ま
す
。

半世紀  苦楽を共に歩みきて

金
婚
式

ご
夫
婦
祝
う

結
婚
50
年

欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
荒
木　

好
之
さ
ん
（
77
）=

上
島

　
　
　
　

宣
子
さ
ん
（
74
）

◦
本
田　

一
信
さ
ん
（
72
）
＝
上
仲
間

　
　
　
　

克
子
さ
ん
（
71
）

◦
那
須　

輝
幸
さ
ん
（
75
）
＝
西
村

　
　
　
　

静
子
さ
ん
（
74
）

祝迫　秀博さん（73）
和子さん（72）
上島

福永　憲治さん（74）
洋子さん（75）
北甘木

米満　幸夫さん（73）
やよいさん（71）

鯰

吉見　　茂さん（71）
多美子さん（71）

上島

永瀨　明孝さん（82）
友子さん（73）
上島

田中　文夫さん（75）
正子さん（74）

鯰

松本　　博さん（73）
かよ子さん（72）

上島

山本　茂美さん（72）
京子さん（73）

鯰

下田　　彰さん（73）
紀子さん（77）

鯰

鍋田大二郎さん（78）
房子さん（72）
上島

荒
木
町
長
、
髙
野
教
育
長
と
記
念

写
真
に
納
ま
る
多
部
照
美
さ
ん

▶ 結婚50年
町がねぎらい
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～
２
割
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

９
月
12
日
、
県
の
学
校
給
食
食

育
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
嘉

島
東
小
で
給
食
の
様
子
が
報
道
陣

に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
、
厚
切
り
の
食
パ
ン
を
コ
ー
ン

ス
ー
プ
に
つ
け
た
り
、
ハ
ン
バ
ー

グ
を
挟
ん
だ
り
し
て
、
お
い
し
そ

う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

車
い
す
の
使
い
方
を
学
ぶ
嘉
島
東

小
の
４
年
生
た
ち

嘉
島
西
小
で
行
わ
れ
た
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座

　

町
社
協
が
進
め
る
福
祉
教
育
の

一
環
で
９
月
９
日
と
26
日
、
嘉
島

東
小
と
西
小
で
小
学
校
版
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

東
小
は
４
年
生
44
人
、
西
小
は

４
年
生
80
人
が
参
加
。
保
健
師
で

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の

早
川
真
澄
さ
ん
ら
が
、
認
知
症
が

ど
う
い
う
も
の
か
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
解
説
。
ま
た
、
自
分
の
祖

母
が
認
知
症
に
な
っ
た
少
年
の
ビ

デ
オ
を
通
し
て
、
認
知
症
の
方
へ

の
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

東
小
で
は
今
年
初
め
て
車
い
す

体
験
も
実
施
。
福
祉
用
具
業
者
の

方
か
ら
正
し
い
使
い
方
や
お
手
伝

い
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

町
社
協
で
は
「
子
ど
も
た
ち
に

は
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
の
事

業
所
や
グ
ル
ー
プ
の
要
請
に
応
じ

て
随
時
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
パ
ン
の
原
料
が
９

月
か
ら
１
０
０
％
国
産
小
麦
で

作
っ
た
パ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

給
食
用
の
パ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

外
国
産
小
麦
を
中
心
に
国
産
小
麦

と
合
わ
せ
た
原
料
で
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
県
学
校
給
食
会
が
パ

ン
工
場
や
製
粉
会
社
と
試
作
を
重

ね
、
原
料
の
国
産
化
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
月
か
ら

は
県
産
小
麦
粉
の
割
合
を
70
％
ま

で
高
め
、
残
り
を
北
海
道
産
で
ま

か
な
え
る
め
ど
が
つ
き
、
国
産
１

０
０
％
が
実
現
し
ま
し
た
。
年
間

計
画
で
は
嘉
島
町
産
の
小
麦
が
１

　

第
29
回
九
州
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
が
9
月
13

日
、
14
日
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
で

行
わ
れ
、
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

が
８
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

九
州
・
沖
縄
８
県
の
代
表
が
優

勝
を
目
指
し
争
い
ま
し
た
。
初
戦

で
鹿
児
島
代
表
の
Ｆ
Ｃ
ス
ロ
ワ
ー

ズ
を
５
―
１
で
下
し
、
準
決
勝
は
、

大
分
代
表
の
Ｆ
Ｃ
中
津
を
１
―
１

（
Ｐ
Ｋ
戦
５
―
３
）
で
勝
利
。
決

勝
は
長
崎
代
表
の
時
津
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
を
２
―
０
で
下
し
、
10
月

末
に
三
重
県
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
民
会
館
の
一
角
に
８
月

31
日
、
ゴ
ー
ヤ
ー
や
人
参
、
小
松

菜
、
レ
ッ
ド
オ
ニ
オ
ン
な
ど
彩
り

豊
か
な
野
菜
を
盛
り
つ
け
た
コ
ー

ナ
ー
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

（
上
田
け
い
子
会
長
）
が
、
町
民

に
野
菜
摂
取
を
呼
び
か
け
よ
う
と

毎
年
集
団
健
診
に
合
わ
せ
て
開
い

て
い
る
も
の
で
す
。

　

厚
労
省
で
は
、
１
日
に
野
菜
３

５
０
㌘
の
摂
取
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
同
協
議
会
で
は
、
こ
の
分

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
と
、
５

～
６
種
類
の
野
菜
を
３
５
０
㌘
ず

つ
盛
り
合
わ
せ
て
展
示
。
そ
ろ
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
食
改
役
員
４
人

=

写
真
＝
が
、
健
診
に
訪
れ
た
町

民
た
ち
に
料
理
法
と
一
緒
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

国
産
小
麦
で
で
き
た
食
パ
ン
を
食

べ
る
嘉
島
東
小
の
児
童

毎日野菜を食べましょう

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

九
州
大
会

Ⅴ

給
食
パ
ン
が

　

国
産
小
麦
に

嘉
島
産
が 

１
～
２
割

心
を
育
む
福
祉
教
育

東
・
西
小　

認
知
症
支
援
学
ぶ
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嘉
島
東
小
で
取
り
組
み
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
田
中
明
子
さ
ん

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ミ
シ
ン
に
糸

を
取
り
付
け
る
生
徒
た
ち

　

―
地
域
学
校
協
働
活
動
と
は
、

ど
う
い
う
取
り
組
み
で
し
ょ
う
。

　
〈
か
つ
て
言
わ
れ
て
い
た

「
開
か
れ
た
学
校
」
か
ら
一
歩

進
ん
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
を

地
域
全
体
で
支
え
る
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
す

取
り
組
み
で
す
。「
学
校
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
」
と
も

言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
〉

　

嘉
島
中
の
２
年
生
た
ち
が
９
～
10
月
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
ミ

シ
ン
操
作
を
学
習
し
ま
し
た
。
町
が
取
り
組
む

地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
環
。
同
中
で
は
職
場

体
験
の
際
に
地
域
の
協
力
を
受
け
て
き
ま
し
た

が
、
授
業
で
の
支
援
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
技
術
・
家
庭
科
（
男
女
共
通
）
の

「
ミ
シ
ン
で
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
縫
う
」
授
業
。

生
徒
た
ち
は
小
学
生
の
時
に
も
ミ
シ
ン
学
習
を

し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
「
一
か
ら
学
び
直

し
」。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
、
ま
ず
は
上
糸
と
下
糸
の
正
し
い
取

り
付
け
方
か
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

福
永
純
一
校
長
は
「
実
習
教
科
で
は
、
担
任

や
支
援
員
た
ち
だ
け
で
は
指
導
が
行
き
届
か
な

い
面
も
あ
り
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
調
理
や

木
工
な
ど
の
際
も
住
民
の
方
々
に
協
力
し
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域 と　　　 協働 いきいきした町に

　

―
活
動
推
進
員
と
し
て
ど
ん

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
〈
学
校
と
地
域
の
間
の
橋
渡

し
、
学
校
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
し

が
主
な
仕
事
で
す
〉

　

―
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
。

　
〈
２
年
目
の
令
和
３
年
度
は
、

東
小
で
地
域
住
民
の
協
力
に
よ

る
文
化
史
跡
探
訪
や
昔
遊
び
体

験
、
ミ
シ
ン
学
習
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
西
小
で

は
大
型
店
舗
で
の
買
い
物
体
験

や
低
学
年
の
算
数
や
漢
字
の
〇

（
マ
ル
）
つ
け
、
ど
ん
ぐ
り
ご

ま
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
中
学
校
で
は
、
職
場
体
験
に

向
け
て
事
業
所
な
ど
に
協
力
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
〉

　

―
地
域
に
ど
ん
な
か
か
わ
り

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　
〈
地
域
の
人
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
く
と
、
子
供
た
ち
も

し
っ
か
り
学
べ
る
ほ
か
、
教
室

の
空
気
も
和
ら
ぎ
ま
す
。
公
民

館
講
座
な
ど
で
学
習
さ
れ
た
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
生

か
し
て
も
ら
え
た
ら
、
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
〉

　

―
地
域
の
方
々
に
向
け
て
。

　
〈
運
営
委
員
会
で
は
、
活
動

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。「
で
く
っ
と
き

に
、
で
く
っ
こ
つ
ば
、
で
く
っ

し
こ
（
で
き
る
と
き
に
、
で
き

る
こ
と
を
、
で
き
る
分
だ
け
）」

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
地
域
の
子

と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〉

　

※
町
地
域
学
校
協
働
活
動
の

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
は
、

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
を
図
る
地
域
学
校
協
働
活
動
の

嘉
島
町
で
の
取
り
組
み
が
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
調
整
役
と

し
て
活
動
を
と
り
ま
と
め
る
統
括
推
進
員
の
田
中
明
子
さ
ん

（
66
）
＝
下
六
嘉
、
元
小
学
校
長
＝
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「でくっときに、でくっこつば、でくっしこ」

調
整
役
の
統
括
推
進
員

学校支援ボランティア
ミシン学習を住民支援

田
中 

明
子
さ
ん
に
聞
く

め
い   

こ

学校
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部
長　

佐
藤
龍
朗
▽
第
３
部
長　

榊
原
廣
昭
◇
第
４
分
団
▽
第
３
部

長　

島
田
悟

　

令
和
４
年
度
の
嘉
島
町
消
防
団

の
部
長
９
人
が
９
月
24
、
25
日
、

幹
部
団
員
と
し
て
訓
練
を
受
け
る

た
め
県
消
防
学
校
に
入
校
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
町
役
場
で

開
か
れ
た
激
励
会
で
荒
木
町
長
や

森
嶋
英
治
団
長
が
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

入
校
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬

称
略
）。

　

◇
第
１
分
団
▽
第
１
部
長　

甲

斐
原
和
隆
▽
第
２
部
長　

西
岡
伸

紘
▽
第
３
部
長　

古
閑
聡
◇
第
２

分
団
▽
第
１
部
長　

森
田
真
一
▽

第
２
部
長　

中
田
昇
吾
◇
第
３
分

団
▽
第
１
部
長　

中
路
晃
▽
第
２

　

最
新
の
消
防
車
両
が
９
月
24
日
、

西
村
消
防
団
（
第
２
分
団
第
３

部
）
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
た
交
付

式
で
、
荒
木
町
長
が
「
後
を
絶
た

な
い
大
き
な
災
害
、
地
域
の
安

全
・
安
心
へ
の
備
え
を
怠
り
な

く
」
と
督
励
し
、
今
回
配
備
す
る

積
載
車
の
鍵
を
西
村
の
代
表
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
配
備
20
年
を
目
安
に
故

障
や
経
年
劣
化
な
ど
勘
案
し
て
消

防
団
の
各
種
機
材
を
逐
次
、
更
新

し
て
い
ま
す
。

西
村
消
防
団

ポ
ン
プ
積
載
車

切
り
替
え
配
備

消
防
学
校
入
校

幹
部
11
人
激
励

荒
木
町
長
に
県
消
防
学
校
へ
の
入

校
報
告
を
す
る
町
消
防
団
の
部
長

ら

秋季全国火災予防運動
　火災予防運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図
り、もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の
損失を防ぐことを目的として、毎年実施されています。

実施期間 11月９日（水）～11月15日（火）の7日間

防火標語 「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

住宅防火　いのちを守る　10 のポイント！

４つの習慣
１　寝たばこは絶対にしない、させない。
２　ストーブの周りに、燃えやすいものを置かない。
３　こんろを使うときは火のそばを離れない。
４　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
１　出　火　防　止　�火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する
２　早　期　覚　知　�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交

換する
３　延焼拡大防止　�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎品を

使用する
４　初　期　消　火　火災を小さいうちに消すために、消火器を設置し、使い方を確認しておく
５　早　期　避　難　お年寄りや体が不自由な人は避難経路と避難方法を常に確保し備えておく
６　地域の助け合い　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う

嘉島町消防団 ／ 上益城消防本部
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個人事業者の方へ（国税局からのお知らせ）

インボイス制度に関する
説明会および相談会を行っています

　令和５年 10 月から適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度が始まります。制度

が始まると、売り手の事業者は、買い手の取引相手（課税事業者）から求められたときは、

適格請求書（インボイス）を交付しなければなりません。制度開始当初から適格請求書発行

事業者となるためには、令和５年３月末までに登録申請が必要です。適格請求書発行事業者

の登録申請や相談等が提出期限間際である令和４年分の確定申告期に集中することを避ける

ために、各税務署では、インボイス制度に関する説明会及び登録申請相談会を行っています。

　説明会および登録申請相談会につきましては、原則として予約制により対応させていただ

いておりますので事前に電話等による予約をお願いします。

　詳しくは熊本国税局のホームページ（ 熊本国税局 検 索  ）をご覧いただくか、最寄

りの税務署にお尋ねください。

熊本東税務署（電話 096-369-5566）※自動音声案内

事業者の方へ

登録申請受付中!消費税の
インボイス
制度

令和５年10月１日からインボイス制度が始まります。
インボイスを交付する事業者となるには事前に登録申請が必要です。

広報かしま 2022.10
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ご
存
じ
で
す
か

？

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額�

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
４
年
１
月
～
12
月
に
納
め
ら
れ
る

国
民
年
金
保
険
料
で
す
。
過
去
の
年
度

分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は

な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
子
ど
も
な

ど
）
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、
領

収
証
書
や
証
明
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
１
日
～
12
月

31
日
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
来
年
の
２
月

上
旬
に
控
除
証
明
書
が
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　

☎
３
６
７－
８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
険
係

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

労
使
紛
争
解
決
「
あ
っ
せ
ん
」
を

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条

件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
自

主
解
決
が
難
し
い
場
合
、
３
人
の
委
員

が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇�

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

↑

マイナンバーカード申請でマイナポイント取得

付与対象期限、12 月末まで延長されました
　マイナンバーカードの申請はもうお済みですか？
マイナポイントがもらえるマイナンバーカードの申
請期間が、2022年 12月末まで３ヵ月延長になり
ました。
　マイナンバーカードの申請は役場町民保険課の窓
口でもできます。役場職員が専用タブレットで顔写
真を撮影し、オンライン申請を代行します。申請時
に運転免許証をお持ちならカードが出来上がり次第、
自宅に郵送。免許証をお持ちでないと受け取りに再
度、来庁願います。役場でのカード申請の促進で、
ドラえもん限定グッズ（数量限定）の特典もありま
す。なお平日のカード申請、受け取りは電話予約が
不要です。
　マイナンバーカードは、既に住民票や印鑑登録証
明書のコンビニ交付や、健康保険証としての利用（オ
ンライン資格確認が導入されている医療機関・薬局
に限る）がスタートしており、今後ますます活用の
場が広がる見込みです。　

○通常申請・交付（予約不要）
　月～金曜（祝日除く）８時半～17時

○休日申請・交付
　10月30日、11月 27日（要予約）９時～正午
○夜間申請・交付（要予約）

　毎週火曜（祝日除く）18～20時
　時間外申請、交付をご希望の方は、必ず前の週ま
でに電話でご予約の上、指定日時に来庁願います。
受け付けは先着順です。

※�なお、運転免許証（お持ちでない方は保険証や年金手

帳などの本人確認ができる書類２点）、通知カード（お

持ちの方のみ）、交付はがき（カード受け取りの方のみ）

が必要です。

カードの申請、交付についての問い合わせ先
　役場１階　町民保険課戸籍係 ☎２３７- ２５７４

マイナポイントについての問い合わせ先
役場２階　企画情報課　☎２３７- ２６４１
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【
16
面
に
続
く
】

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
正
規
社
員
お
よ
び
非
正
規
社
員

は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
も
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
３
３
３－
２
７
５
３

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！�

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
時
間
額
８
５
３
円
（
10
月
１
日
～
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

狩
猟
免
許
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
農
林
水

産
物
へ
の
深
刻
な
被
害
が
続
い
て
お
り
、

ま
た
、
生
活
環
境
へ
の
被
害
等
も
散
見

さ
れ
て
い
る
中
、
狩
猟
者
に
ご
活
躍
い

た
だ
き
た
く
、
次
の
日
程
等
に
よ
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、
県
自
然
保
護
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の
問

い
合
わ
せ
先
に
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
狩
猟
免
許
試
験
日
程
表
】

　
　

県
自
然
保
護
課　

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
７
５

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
１
４
２

農
薬
の
空
容
器�

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

農
産
物
を
生
産
・
出
荷
さ
れ
る
方
が

使
用
し
た
農
薬
空
容
器
は
、
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
が
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
空

容
器
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
排
出
者
で

あ
る
農
業
者
自
ら
が
適
切
に
処
理
す

る
か
、
専
門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処

分
を
委
託
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
空
容

器
の
処
分
に
あ
た
っ
て
は
、
容
器
内
に

残
っ
た
農
薬
も
適
切
に
処
分
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
　

県
農
業
技
術
課

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
３
８
１

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
ブ
ッ
ク

　

県
で
は
、
大
雨
や
猛
暑
日
の
増
加
な

ど
、
気
候
変
動
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
、
家
庭
で

実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
行
動
や
Ｃ
Ｏ

２
削
減
効
果
を
ま
と
め
た
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
行
動
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
　

県
環
境
立
県
推
進
課

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
６
４

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き

る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
制
度
の
し
く
み

　

事
業
主
が
中
退
共
本
部
と
退
職
金
共

済
契
約
を
結
び
、
毎
月
の
掛
け
金
は
事

業
主
が
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き

は
、
中
退
共
本
部
か
ら
直
接
退
職
者
へ

退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
（
一
部

対
象
外
と
な
る
場
合
あ
り
）

↑

10 月 の 納 税 等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………　③期
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料　　④期
保育所利用料………… 10月分
町営住宅使用料……… 10月分
下水道使用料………… ９ 月分
簡易水道料金………… ９ 月分
納期限日（口座振替日）
　　　令和４年10月31日（月）

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料　　⑤期
保育所利用料………… 11月分
町営住宅使用料……… 11月分
下水道使用料………… 10月分
簡易水道料金………… 10月分
納期限日（口座振替日）
　　　令和４年11月30日（水）

毎月第４水曜
午後６時～８時

※祝日の場合は翌日
※�令和４年12月は第４火曜日の�
12月27日に実施します。

10月26日
11月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 口座振替の結果は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

（11月23日祝日のため）

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

}⑤期 }⑥期

区
分

第
5
回

第
６
回

実
施
日

令
和
４
年 

11
月
19
日
土

令
和
5
年 

1
月
22
日
日

書
類
提
出

締
切
日

令
和
４
年 

11
月
2
日
水

令
和
5
年 

1
月
6
日
金

実
施
場
所
桜
十
字
ホ
ー

ル
や
つ
し
ろ

県
庁
本
館
地

下
大
会
議
室
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・
掛
け
金
は
全
額
非
課
税

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も

加
入
可
能

　
　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

☎
０
３－
６
９
０
７－

１
２
３
４

ご
注
意
く
だ
さ
い

ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
取
り
扱
い�

事
業
者
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
「
水
産
流
通
適
正
化
法
」
を
ご
存
じ

で
す
か
。
こ
の
法
律
は
違
法
に
漁
獲
さ

れ
た
水
産
物
の
流
通
を
防
止
す
る
た
め

に
制
定
さ
れ
、
今
年
12
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
や
そ
の
加

工
品
を
販
売
、
加
工
な
ど
す
る
流
通
業

者
は
、
11
月
末
ま
で
に
県
ま
た
は
国
に

対
し
、
事
業
所
名
や
住
所
な
ど
を
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
制
度
や
届
け

出
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
水
産

流
通
適
正
化
法
」
で
検
索
、
も
し
く
は

県
水
産
振
興
課
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

県
水
産
振
興
課

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
４
５
７

狂
犬
病
予
防
注
射
は
義
務
で
す

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回

（
４
月
～
６
月
）
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
予
防
注
射
の
期
間
が
12
月
末
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
飼
い
犬
へ

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　

御
船
保
健
所　

　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

児
童
手
当
（
10
月
期
）
振
り
込
み

　

６
月
～
９
月
分
の
児
童
手
当
は
、
10

月
７
日
（
金
）
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
指
定
の

金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
等

は
、
右
記
の
口
座
振
り
込
み
以
外
で
の

対
応
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
福
祉
課
こ
ど
も
係

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

災
害
復
興
住
宅
融
資

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
で
被
災
し

た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災
害
復

興
住
宅
融
資
（
建
設
、
購
入
、
補
修
の

資
金
）」
の
借
り
入
れ
申
し
込
み
の
受

付
期
間
は
来
年
４
月
30
日
ま
で
（
９
～

17
時
、
祝
日
を
除
く
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
を
ご
検
討
の
方
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

�

住
宅
金
融
支
援
機
構　

お
客
さ
ま

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

０
８
６－

３
５
３

住
民
健
診（
11
月
健
診
）の
申
し
込
み

　

本
年
度
の
住
民
健
診
を
11
月
15
日

（
火
）
～
11
月
17
日
（
木
）
の
予
定
で

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
健
診
以
外
に
も

各
種
が
ん
検
診
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
お
申
込
み
が

お
済
み
で
な
い
場
合
は
10
月
31
日（
月
）

ま
で
に
、
役
場
町
民
保
険
課
保
健
係
に

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
町
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ 　

　
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）」
の

申
し
込
み
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。↑

水質検査日程

11月２日（水）
11月16日（水）

詳細は嘉島町ホームページまたは
「広報かしま」令和４年５月号を

ご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）

【
15
面
か
ら
続
く
】

スプレー缶ごみ、使い切って穴を開けて出してください
～再確認をお願いします～

　近年、スプレー缶に穴を開けず、ごみ出しされているのが見受けられます。処
理場で残留ガス引火の恐れがあります。スプレー缶をごみとして出される場合は、
完全に使い切ってから、風通しの良い場所で穴を開けて、瓶・缶としてごみ出し
いただきますようお願いします。

　　　　　　　役場都市計画課環境係　☎２３７-２５９７
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↑
【
18
面
に
続
く
】

同
じ
く
10
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
役

場
町
民
保
険
課
保
健
係
に
電
話
く
だ
さ

い
。
8
月
の
住
民
健
診
で
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
健
係 　
　

　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
５
７
４

農
作
業
死
亡
事
故
の
注
意
報
！

・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
巻
き

込
ま
れ
死
亡
（
昨
年
10
月
・
菊
池
地

域
）

・
路
肩
か
ら
転
落
し
ト
ラ
ク
タ
ー
の
下

敷
き
と
な
り
死
亡
（
昨
年
11
月
・
鹿
本

地
域
）

・
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
中
に
畑
に
転
落
し

死
亡
（
今
年
７
月
・
熊
本
市
）

　

前
記
の
と
お
り
、
県
内
で
も
ト
ラ
ク

タ
ー
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
際
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
、
走
行
中
の
転

倒
・
転
落
、
修
理
・
点
検
時
に
十
分
注

意
し
、
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

○
ポ
イ
ン
ト
１

・
安
全
キ
ャ
ブ
や
フ
レ
ー
ム
付
き
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
イ
ン
ト
２

・
道
路
は
、
車
両
に
対
し
て
十
分

な
道
幅
が
あ
る
か
、
ま
た
、
路
肩

が
視
認
（
路
肩
ポ
ー
ル
等
を
含

む
）
で
き
る
か
を
事
前
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

・
草
が
繁
茂
す
る
時
期
は
、
路
肩

が
十
分
分
か
る
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

○
ポ
イ
ン
ト
３

・
機
械
の
点
検
・
修
理
時
に
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
イ
ン
ト
４

・
衣
服
が
運
転
席
周
り
の
レ
バ
ー

類
に
引
っ
掛
か
ら
な
い
よ
う
、
適

切
な
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
転
倒
し
た
と
き
に
最
も
大

事
な
頭
部
を
守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
　

県
農
業
技
術

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
３
８
０

協
力
お
願
い
し
ま
す

食
品
ロ
ス
削
減
月
間

　

県
で
は
、
日
常
生
活
で
す
ぐ
取
り
組

め
る
４
つ
の
行
動
を
食
品
ロ
ス
削
減
ア

ク
シ
ョ
ン
「
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
運

動
」
と
し
て
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
買
い
物
時
の
「
て
ま
え
ど
り
」

○
外
食
時
の
「
食
べ
き
り
運
動
」

○
事
業
者
参
加
の「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

○
消
費
者
意
識
を
活
か
す
「
食
品
ロ
ス

チ
ェ
ッ
ク
」（
10
～
11
月
募
集
）

　

詳
し
く
は
、「
熊
本
県　

食
品
ロ
ス

削
減
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

　
　

県
消
費
生
活
課　

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
３
０
９

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る�

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場

合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
４
９
５

募
っ
て
い
ま
す

嘉
島
町
で
働
き
ま
せ
ん
か

　

嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人
情

報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
環

で
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

　

○
10
月
の
新
た
な
求
人
情
報

　

・
大
堂
開
発　

株
式
会
社

　
　
　
（
上
仲
間
３
９
４－

７
）

　
　
　
　

☎
２
３
７－

３
３
１
１

　

パ
ー
ト
労
働
者
（
一
般
事
務
）
を
募

集
　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
嘉

島
町
の
求
人
情
報
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

※
右
記
以
外
の
現
在
募
集
中
の
求
人

情
報
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
求
人
情
報
の
掲
載
を

ご
希
望
の
事
業
所
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

農
業
大
学
校�

新
規
就
農
支
援
研
修
生

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
県
内
で
の

就
農
を
目
指
す
社
会
人
を
対
象
に
、
就

農
に
必
要
な
知
識
や
野
菜
な
ど
の
栽
培

技
術
な
ど
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
新
規
就
農

支
援
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
前
期
募
集　

～
10
月
28
日
（
金
）

○
後
期
募
集　

来
年
１
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
１
月
27
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
県
立
農
業
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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【
17
面
か
ら
続
く
】

　
　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　
　
　
　

☎
２
４
８－

６
６
０
０

障
が
い
の
あ
る
方
が�

対
象
の
職
業
訓
練
生

《
Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
習
得
科
（
熊
本

校
）》

○
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
、
下
肢
、

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳

○
定
員　

８
人

○
内
容　

ク
ラ
ウ
ド
実
践
・
Ｗ
ｅ
ｂ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
・
Ｃ
Ｓ

Ｓ
）
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
技
術
の

習
得
を
し
ま
す
。
※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

の
訓
練

○
募
集　

～
10
月
28
日
（
金
）

○
訓
練　

12
月
１
日
（
木
）

～
２
月
28
日
（
火
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
９
９
０
０
円

　
　
　
　
（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
会
場　

自
宅
（
委
託
先
：
有
限

会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　

☎
２
９
７－

９
９
１
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
が
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。
各
事
業
所
で
管

理
・
監
督
的
な
方
の
受
講
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
講
習
日

　
　

11
月
17
日
（
木
）
９
～
17
時

　
　
　
　

18
日
（
金
）
９
～
12
時

▽
講
習
場
所

　
　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

▽
申
込
期
間　

10
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
10
月
25
日
（
火
）

▽
受
講
資
格　

管
内
（
御
船
町
、
嘉
島

町
、
甲
佐
町
、
山
都
町
）
の
事
業
所
限

定
（
１
施
設
１
名
限
定
）

▽
申
込
方
法　

受
講
申
請
書
に
記
載
後
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
み
受
け

付
け
る
。
申
請
書
は
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

▽
受
講
決
定　

受
講
票
の
送
付
に
て
決

定
通
知
と
し
ま
す
。

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

予
防
指
導
課
予
防
指
導
係

　
　
　
　

☎
２
８
２－

１
９
６
３

あ
な
た
の
「
ふ
る
さ
と
の�

川
を
き
れ
い
に
し
た
い
！
」

　

県
が
管
理
す
る
河
川
で
美
化
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
希
望
に
応
じ
て
、
軍
手

や
ご
み
袋
な
ど
の
支
給
、
傷
害
保
険
の

加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど
の
支↑

令和４年度　自衛官等採用案内

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入校隊時期

陸上自衛隊 
高等工科 
学校生徒

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

10月１日～ 
令和５年１月６日

１次：令和５年 
　　　１月14日・15日
２次：令和５年 
　　　１月26日～29日
※�いずれか１日を指定され

ます。

１次：令和５年 
　　　１月20日
最終：令和５年 
　　　２月９日

令和５年４月上旬

貸費学生

大学の理学部、工学部※
の３・４年次又は大学
院（専門職大学院を
除く。）修士課程在学

（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在
で26歳未満（大学院修
士課程在学者は28歳未
満））

６月１日～ 
　　　11月11日 12月３日 令和５年

３月３日

貸費学生採用時期
は４月上旬
幹 部 候 補 生 採 用
（入隊）時期は大
学又は大学院を卒
業（修了）する年
の４月上旬

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予
定月の１日から起算し
て３月に達する日の翌
月の末日現在、33歳に
達していない者）

年間を通じて行っ
ております。

受付時又は自衛隊熊本
地方協力本部のホーム
ページにてお知らせし
ます。

試験時にお知ら
せします。

令和５年３月下旬
～４月上旬
※�上記の他に設定

する場合があり
ます。

※貸費学生の学部については、理学部、工学部に類する学部も該当する場合があります。

宇城募集案内所　☎ 0964-23-2047
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【
20
面
に
続
く
】

援
も
。
川
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
く
ま
も

と
マ
イ
・
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
で
検
索

く
だ
さ
い
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　

土
木
部
維
持
管
理
調
整
課

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

１
１
０
２

参
加
し
ま
せ
ん
か

サ
ポ
ス
テ
公
開
講
座
・
事
業
説
明
会

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
で
、

若
者
の
職
業
的
自
立
に
向
け
た
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　

11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

13
～
15
時
（
12
時
半
開
場
）

○
会
場　

御
船
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室
（
御
船
町
木
倉
１
１
６
８
）

○
講
演
内
容

１�
部　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
説
明

２
部　

公
開
講
座「
利
用
者
の
体
験
談
」

　

※
閉
会
後
、
個
別
相
談
を
実
施
。

○
対
象
者　

15
～
49
歳
の
無
業
の
方
、

保
護
者
、
関
係
者
な
ど
。

○
申
し
込
み
方
法　

電
話
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り

　
　
　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

☎
３
６
５－

０
１
１
７

kum
am
oto-saposute@

m
ica.dti.ne.jp

世
界
に
誇
る「
熊
本
の
地
下
水
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

　

く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
は
、
設
立

10
周
年
を
記
念
し
て
「
世
界
に
誇
る

『
熊
本
の
地
下
水
』
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時

○
場
所　

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

○
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
し
込
み　

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

○
内
容　

①
基
調
講
演　

講
師　

渡
邊
礼
治
氏

　
（
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
株
）
水
科
学

研
究
所
所
長
）　

②
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ　

ゲ
ス
ト
出
演
者

　

渡
邊
礼
治
氏
、
三
角
修
氏
（
菊
池
地

域
農
漁
協
同
組
合
）、片
桐
康
雄
氏
（
瑞

鷹
（
株
））、
田
尻
寿
利
氏
（（
株
）
山

内
本
店
）、渡
辺
夏
子
氏
（
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

サ
ン
コ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
株
）

　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
３
８
１

　
　
　
　
　
（
平
日
10
時
～
17
時
）

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
な
ど
は

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
日
時　

11
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場　

▽
ラ
ジ
オ
体
操　

く
ま
ト
ヨ

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
嘉
島
町
総
合
運
動

公
園
西
エ
リ
ア
）
芝
生
広
場
▽
ウ
オ
ー

キ
ン
グ　

く
ま
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
委
内
）

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

陸
上
合
同
練
習
会

　

嘉
島
町
体
育
協
会
と
同
協
会
陸
上
種

目
部
で
は
町
民
の
陸
上
競
技
力
向
上
と

町
内
中
高
生
の
育
成
の
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
提
案
し
、
陸
上
競
技
の

普
及
・
振
興
を
図
る
合
同
練
習
会
を
月

１
回
（
原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
）
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料　

　

※
未
成
年
の
方
の
参
加
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

11
月
16
日
（
水
）
18
～
20
時

半
（
受
け
付
け
は
19
時
半
ま
で
）

○
会
場　

く
ま
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

多
目
的
競
技
場

　
　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

↑

休
日
当
番
医

10月16日（日）大串内科（嘉島町） 
� ☎２３４－７８７３
10月23日（日）みふね眼科（御船町） 
� ☎２８２－３７１１
10月30日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町） 
� ☎２３７－０００３
11月３日（木・祭）古閑整形外科胃腸科（御船町） 
� ☎２８４－２０１０
11月６日（日）熊本回生会病院（嘉島町） 
� ☎２３７－１１３３
11月13日（日）牟田内科医院（御船町） 
� ☎２８２－０２１６
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今
回
は
、
消
費
者
の
方
々
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
手
口
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
架
空
請
求

　
「
料
金
未
払
い
」
な
ど
と
言
っ
て
内

容
不
明
の
請
求
を
送
り
、
お
金
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
す
る
。
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、

は
が
き
な
ど
で
実
在
の
事
業
者
名
を
か

た
っ
て
請
求
し
て
き
た
り
、「
法
的
手

続
き
を
取
る
」
な
ど
と
脅
し
て
き
た
り

す
る
。
ま
た
、
相
手
に
連
絡
す
る
と
、

個
人
情
報
を
知
ら
れ
、
さ
ら
に
金
銭
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
最
近
で
は
、

配
達
の
不
在
通
知
を
装
っ
た
り
、
官
公

庁
を
か
た
る
な
ど
様
々
な
手
口
が
あ
り

ま
す
。

②
還
付
金
詐
欺

　

役
所
や
金
融
機
関
等
を
名
乗
り
、

「
医
療
費
の
還
付
が
あ
る
」、「
介
護
保

険
料
が
返
金
さ
れ
る
」
な
ど
と
言
っ
て

す
ぐ
に
受
取
手
続
き
を
す
る
よ
う
促
す
。

指
示
さ
れ
る
が
ま
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
き

操
作
を
す
る
と
、
お
金
を
受
け
取
る
ど

こ
ろ
か
、
自
分
の
口
座
か
ら
送
金
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。

③
訪
問
購
入

　
「
不
用
品
を
買
い
取
る
」「
い
ら
な
い

服
や
靴
は
な
い
か
」
な
ど
と
電
話
を
か

け
て
く
る
。
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
に

衣
類
や
小
物
を
出
す
と
、「
他
に
い
ら

な
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
な
い
か
」
な
ど

と
迫
っ
て
き
て
、
売
る
つ
も
り
の
な
い

宝
石
や
貴
金
属
を
見
せ
る
と
、
安
価
で

強
引
に
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

④
利
殖
商
法

　

損
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
「
値

上
が
り
確
実
」「
高
利
回
り
」「
必
ず
も

う
か
る
」
な
ど
良
い
こ
と
ば
か
り
を
強

調
し
て
、
未
公
開
株
の
購
入
や
フ
ァ
ン

ド
、
暗
号
資
産
へ
の
投
資
な
ど
を
勧
誘

す
る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
執
拗
な

電
話
が
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

《
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

　

今
回
紹
介
し
た
手
口
は
、
冷
静
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
被
害
に
遭

う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
相
手
は
不
安
を
煽
っ
て
き
ま
す

の
で
、
正
常
な
判
断
が
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、

★�

ど
の
よ
う
な
手
口
が
あ
る
か
把
握
し

て
お
く

★�

一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
友
人
、

消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
下
さ
い
。　

　

困
っ
た
と
き
は
、
上
益
城
５
町
消
費

生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
注
意
報
》

見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談
所
開
設
し
ま
す

　

行
政
相
談
週
間
が
10
月
17
日
（
月
）

～
23
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
、
こ
れ
に
ち
な
み
次
の

通
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行

政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
、
苦
情

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
18
日
（
火
）
13
時
～
15
時

○
会
場　

役
場
２
階
大
会
議
室

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

中
田
み
ち
子
さ
ん

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

11
月
16
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員（
原
則

４
人
）に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
可

能
な
限
り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

【
19
面
か
ら
続
く
】
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

涼
し
く
な
る
と
、
自
宅
の
窓
を
網
戸

に
し
た
り
、
鍵
の
か
け
忘
れ
が
多
く
な

り
ま
す
。
空
き
巣
な
ど
の
被
害
に
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

徐
々
に
日
照
時
間
が
短
く
な
り
始
め

ま
し
た
。
運
転
手
も
歩
行
者
も
自
ら
の

安
全
確
保
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
を
最

優
先
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）令和４年８月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R4.8 4 62 0 0 3 0 0 2

R4 累計 24 408 1 1 21 １ 0 3

前年比 ＋7 -12 +1 ＋１ +5 -3 ± 0 -2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R4.8 14 186 1 ０ 5 1 ０ 2

R4 累計 73 1249 4 ４ 29 4 1 10

前年比 ＋19 +144 +2 ＋４ +6 -7 +1 +3

全国地域安全運 動
実施期間　10月11日（火）～10月20日（木）

　「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに、全国一斉の地域安全運動
が実施されます。
　この運動は、地域住民・行政・各種団体・警察が連携して、犯罪のない
安全で安心して暮らすことのできる街をつ
くろうという運動です。
　御船警察署管内では、多くの防犯ボラン
ティアの方々が日頃から、子どもの登下校
の見守り、青パトによる防犯パトロール、商
業施設での巡回パトロール、危険箇所点検、
高齢者宅訪問などの活動をされています！
　みなさんのご協力をお願いします！

★10月11日は「安全安心なまちづくりの日」★

子供・女性を犯罪から守ろう！

見通しの悪い場所や夜暗い場所など、地域の
危険な場所を確認し、もしもの時に備えて、
ランドセルやカバンなど手が届く場所に防犯
ブザーをつけましょう

「電話で『お金』詐欺」に注意！

不審な電話やメールは、一人で判断せずに、まず
家族や警察に相談しましょう

広報かしま 2022.10

21



人権問題の正しい理解のために 〔その364〕 嘉島西小の取り組み
７月の人権学習から

　学校で行う全ての教育活動の「ベース」になるのが人権教育です。嘉島西小では、１学期は 6 月下旬
から 7 月に人権旬間を設定し実施しました。子どもたちの発達段階に合わせて、様々な人権課題につい
て正しい理解と認識を培えるよう取り組んでいます。

○１年「てつぼう　きらい」 ○２年「ぼくのランドセル」

　鉄棒をがんばっている「私」に、「そんく
らいも　しきらんと」と心を傷つける言葉を
言ってしまうたけし君がいます。何気ないひ
と言が、どれだけ悲しい思いをさせてしまう
ことなのかを、みんなで考えました。自分も
同じように友達を傷つけてしまったことや、
悔しかったことなど、自分事として考え、思
いを出し合いました。身の回りのおかしいこ
とに気付き、一緒に解決していこうとするこ
との大切さにも気付き、大事にしていこうと
話し合いました。

　事前の聞き取りから「ランドセルは持ち主
だけでなく贈ってくれた人の思いも詰まった、
誰にとっても大切なものだ」と改めて気付き、
自分のこととして教材に向き合いました。「相
手によって態度を変えるのはおかしい」「ある
一面だけを見て上下を決めつけるのはおかし
い」等、たくさん気付き、自分や学級の中に
も同じことはないか、もっと居心地のいい学
級を作るためにどうするか、自分たちを見つ
めました。この学びをくらしの中で生かして
いこうと話し合いました。

○３年「ほんとうのともだち」 ○４年「もやもや書き」

　住んでいるところで決めつけをするのはお
かしいこと、それに同調するのもおかしいこ
と、無関心や沈黙は差別の解消につながらな
いこと、おかしいことには声を上げ、立ち上
がり、連帯すること、同情やきれい事では何
も解決せず、当事者を苦しめるだけであるこ
となどを学びました。「本当の友達」とは、気
持ちを分かってくれる人、勇気を出して相手
に言ってくれる人、同じ立場に立ってくれる
人、周りからどう言われようとも自分の意見
を言う人、といった意見が出ました。

　教材文を読んだ後、子どもたちそれぞれか
ら、おかしいと思うところを出し合う時間を
とりました。相手を傷つけてしまう言葉や暴
力など、様々なことが出た後、された側の立
場に立って気持ちを考えました。次の時間で
は、自らの「もやもや書き」を行い、自分を
見つめたり、これまでもやもやしていたこと
を友だちに伝えたりしました。子どもたちは、
友だちの発表を真剣に聴き、さらに考えを深
めることができました。

○５年「この子とともに」 ○６年「あなたたちに伝えたいこと」

　水俣病認定患者のお父さんの語りで学習し
ました。子どもたちは、自分の家族が病気や
けがをした時のこと、自分が親にしてもらっ
たことなどを振り返り、大切な家族が差別さ
れることに憤りを感じていました。そして、
自分たちはどう行動するかを考えていきまし
た。コロナ禍で起きた差別のこととも「似て
いる」と気付き、重ねて考えていました。

　ハンセン病問題について考えています。「お
かしいことはおかしいと伝えましょう。」と低
学年の頃から言われている子どもたちですが、
実際自分が不合理なことに直面したときに言
える子は少ないのではないでしょうか。長年
にわたって差別と闘ってきた「私」と自分自
身を重ねながら学習を進めています。

　人権学習をとおして、子どもたちには「何が正しいのか。何がおかしいのか。」という【ものさし】を心
の中に作ってほしいと考えています。そして、日頃の生活における自分の行動や心の動きを、人権学習で
培った【ものさし】と照らし合わせ、振り返ってほしいのです。その繰り返しが「差別をしない・許さな
い」大人になるための成長につながると信じています。
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Ki Ora Kashima! Do you like cafés? In sum-
mer, I often went to some cafés in New Zea-
land. You can find different kinds of cafés in 
Kumamoto City. There are many cute and 
interesting cafés like traditional coffee shops, 
cat cafés and cake shops. I love visiting cafés 
because it’s always a unique experience. I 
like to drink coffee while relaxing and 
talking. My favorite café so far is called Ko-
na’s Coffee. I often go there with my ALT 
friends. I usually order pancakes but I some-
times order burgers with French fries. It’s 
very delicious! The pancakes are a master-
piece. Do you have a favorite café? Please let 
me know about it! See you!

　こんにちは嘉島！ カフェが好きですか？　夏、
ニュージーランドではよく私はカフェに行ってき
ました。熊本市内には、いろいろなカフェがあり
ますね。例えば、伝統的な喫茶店や、猫カフェ、
ケーキ屋カフェなど、かわいくて面白いカフェが
たくさんあります。コーヒーを飲みながらおしゃ
べりを楽しんでのんびりできるので好きです。今
までで一番好きなカフェは「Kona’s Coffee」と
いうお店です。ALTの友だちとよく行きます。い
つもはパンケーキを注文しているのですが、時々
ハンバーガーとフライドポテトも注文します。す
ごくおいしいですよ。特にパンケーキは絶品です。
皆さんはお気に入りのカフェがありますか？ぜひ
教えてください。 それではまた！

熊本のカフェ

Kumamoto Cafés
Viernes Spencer = Jiro

Ki Ora
　Kashima!!

(こんにちは嘉島）

ヴィアネス・スペンサー=ジロー
ALT（外国語指導助手）

町文化センター
から

◎�人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センター（上六嘉 917）で随時受け付けています。ご相
談内容によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日８時半～ 17 時 15 分　同センター　☎ 237-0464

お気に入りのカフェで、ALTの仲間たちと

　

プ
ロ
の
指
導
者
か
ら
速
く
走
る
方
法
を
教
わ
る
特

別
授
業
「
走
力
ｕ
ｐ
！
教
室
」
が
９
月
２
日
、
嘉
島

東
小
で
開
か
れ
、
３
、
４
年
児
童
89
人
が
、
見
違
え

る
よ
う
な
走
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

民
間
の
生
命
保
険
会
社
が
取
り
組
む
「
ド
リ
ー

ム
・
ス
ク
ー
ル
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
応
募
し
て
当
選
、

プ
ロ
の
ス
プ
リ
ン
ト
コ
ー
チ
の
荒
川
優
さ
ん
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　

荒
川
さ
ん
は
、
児
童
た
ち
に
腕
を
後
ろ
に
組
ま
せ

て
走
ら
せ
た
後
、
①
体
を
前
に
倒
し
、
②
肩
を
大
き

く
振
る
こ
と
で
速
く
走
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

〝
極
意
〟
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
こ
の
日
２
回
目
の
50
㍍
走
で
は
、

極
意
に
加
え
て
腕
も
大
き
く
振
る
走
り
で
次
々
に
１

回
目
の
タ
イ
ム
を
更
新
。
中
に
は
１
秒
以
上
短
縮
し

た
児
童
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
走
る
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
た
様
子
で
し
た
。

体を前に倒し、肩を振るという速く走る極意を教わる嘉島
東小の児童たち

プロ指導受け走力アップ
嘉島東小で特別教室
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内
月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

10
15 土 フルートアンサンブル・ラ・フェリーチェ　

アニバーサリーコンサート 14：00
一般：1,500円�
学生：1,000円�
未就学児：無料

松島�
☎ 090-9592-0364

23 日 美と健康と食の祭典2022 12：00 無料 ひがし歯科医院�
☎ 096-367-0112

注：正式な開演時間等については、主催者にご確認ください。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
　また、新型コロナウイルスの感染防止のため、大会などが中止あるいは延期される場合もあります。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎096-237-0058
○�予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒861-3102　嘉島町大字下六嘉1564番地　☎096-237-5555　≪利用時間≫９：00～22：00　
　≪駐車場≫有　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分　九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼90ｍ、センター113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105ｍ×68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 ９月20日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

10

15 土 2022KAL15リーグ戦 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
16 日 2022KAL15リーグ戦 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
16 日 第101回全国高等学校サッカー選手権大会熊本県大会 競技場 8：00～ 熊本県サッカー協会
22 土 熊本県土木部職員親善野球大会 野球場 8：00～ 熊本県土木部

22 土 九州大学サッカーリーグ 競技場 8：00～ 九州サッカー協会・�九州大学サッカー連盟
23 日 熊本県土木部職員親善野球大会 野球場 8：00～ 熊本県土木部
23 日 40th九州社会人秋季リーグ戦 競技場 9：00～ 熊本市アメリカンフットボール協会
29 土 JA共済連九州地区親善野球大会 野球場 8：00～ JA共済連　熊本
30 日 第5回グランドスラム杯　熊本県予選 野球場 9：00～ プライドジャパン
30 日 熊本県社会人サッカー　２部リーグ　 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

11

5 土 2022KAL15リーグ戦 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
5 土 高円宮杯JFA　U-18リーグ 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
6 日 2022KAL15リーグ戦 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
6 日 2022年度KYFA第25回九州女子サッカーリーグ 競技場 9：00～ 九州サッカー協会
12 土 高円宮杯JFA　U-18リーグ 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
13 日 JFA第46回全日本U-12サッカー選手権大会 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
19 土 2022KAL15　１年生大会 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
19 土 高円宮杯JFA　U-18リーグ 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
20 日 2022KAL15　１年生大会 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
20 日 熊本県社会人サッカー　１部リーグ　 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
26 土 2022KAL15　１年生大会 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
26 土 高円宮杯JFA　U-18リーグ 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
27 日 2022KAL15　１年生大会 野球場 8：00～ 九州アジアプロ野球機構
27 日 熊本県社会人サッカー　１部リーグ　 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリア）
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開館日　原則、開館は火曜～日曜（祝祭日）で、月曜が休館です。月曜が祝日の場
合、翌日の火曜が休館となります。なお、来月は蔵書点検（11月15～20日）のた
めの臨時休館も。詳しくは下記の休館日カレンダーを参照ください。
開館時間　９～17時
※休館日も町民会館のブックポストはご利用いただけます。

☎ 237-0058

おすすめ本

おいしいごはんが食べられますように �  高瀬隼子

夜に星を放つ �  窪　美澄

もう一度、歩きだすために 	  
大人の流儀11 �  伊集院　静

自力で、みるみる改善！脂肪肝 �   栗原　毅

少年のための少年法入門	  
 �  山下敏雅　牧田史　西野優花［監修］

もりのかくれんぼう �  末
すえ

吉
よし

暁
あき

子
こ

　作　林
はやし

　明
あき

子
こ

　絵

落
お

ち葉
ば

 �  平
ひら

山
やま

和
かず

子
こ

　文と絵　平
ひら

山
やま

英
えい

三
ぞう

　構
こう

成
せい

と写
しゃ

真
しん

３かいなかしたろか 	  
�  くすのきしげのり・さく　石井聖岳・え

おばけ　まほうにかかる	  
 �  ジャック・デュケノワ　さく　おおさわ　あきら　やく

３歳から読み聞かせるしあわせのバケツ	  
 �  キャロル・マックラウド／カレン・ウェルズ　作 
　　　　　　　　ペニー・ウェバー　絵

町
民
会
館
「
図
書
室
」

　

休
館
日
カ
レ
ン
ダ
ー

カ
ラ
ー
の
日
が
休
館
日

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

ラ
ス
カ
ル
お
し
え
て
！
子

ど
も
の
ひ
と
こ
と
英
会
話

　

ラ
ス
カ
ル
が
か
わ
い
い
な
～
と
お

も
っ
た
か
ら
と
、
読
み
か
た
が
か
い
て

あ
っ
て
、
す
ぐ
に
お
ぼ
え
ら
れ
そ
う
だ

な
と
お
も
い
ま
し
た
。

ぶ
た
の
た
ね
、
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ま
だ
た
け
る

　

お
も
し
ろ
い
か
ら
で
す
。

わ
ん
ぱ
く
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

う
と
山
は
る
と

　

に
ん
じ
ゃ
の
は
な
し
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

お
し
り
た
ん
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　

お
さ
か
な
ま
い　

　

お
も
し
ろ
い
か
ら
。

さ
か
な
ず
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
む
ら
さ
き

　

お
さ
か
な
い
っ
ぱ
い
。

ぞ
く
ぞ
く
村
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
に
な

　

い
ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
て
き

て
、
い
つ
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
お
き

て
、
お
も
し
ろ
い
。
こ
ん
ど
か
ら
も
い

ろ
ん
な
シ
リ
ー
ズ
が
で
て
き
て
ほ
し

い
。

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー�

シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
て
つ

　

こ
れ
ま
で
で
一
番
読
み
込
ん
だ
本
で

す
。
何
年
も
か
け
て
４
回
目
を
読
破
し

ま
し
た
。
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
世
界

は
、
私
の
宝
物
で
す
。

嘉島町図書室企画

子どもの本 
何でもランキング

◎�コメントの見方は、好きな本のタイ
トル、推薦者の名前・ペンネーム

（所属）、好きなポイント―の順です。

いけ田�
あかり

（嘉島西小２年）
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青
竹
に
そ
う
め
ん
流
し
の
す
い
す
い
と
箸
に
か
か
ら
ず
流
れ
ゆ
き
た
り	

大
塚
シ
ズ
子

よ
か
よ
か
と
言
う
夫
の
口く

癖せ

執
着
を
紛
ら
す
言
葉
よ
か
よ
か
は
よ
か	

川
原
　
涼
子

病
室
に
届
く
パ
ジ
ャ
マ
の
ふ
わ
ふ
わ
と
嫁
の
心
か
バ
ラ
の
香
の
す
る	

北
澤
喜
美
子

台
風
の
接
近
に
よ
り
此
の
月
も
嘉
島
の
短
歌
教
室
中
止	

工
藤
　
明
子

覚
め
ぎ
わ
に
聞
く
き
じ
鳩
の
含
み
声
ま
た
眠
り
へ
と
さ
そ
わ
れ
そ
う
な	

境
　
　
益
代

ひ
と
粒
の
種
の
小
豆
が
軒
下
に
か
ず
ら
と
な
り
て
花
盛
り
せ
り	

津
出
ト
ヨ
子

蜘
蛛
の
巣
に
踠
く
と
ん
ぼ
が
逃
れ
て
も
折
れ
た
羽
根
で
は
上
手
く
飛
べ
ま
い	

冨
永
　
照
代

入
選
に
常
連
の
名
の
数
多
み
ゆ
夏
の
青
空
湧
く
白
い
雲	

橋
本
ユ
キ
子

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
清
水
が
飲
み
た
い
と
経
管
栄
養
の
父
は
つ
ぶ
や
く	

林
　
ひ
ろ
み

流
れ
よ
き
レ
ジ
は
い
ず
れ
か
客
の
持
つ
買
い
物
か
ご
は
ど
れ
も
い
っ
ぱ
い	

本
住
　
晴
美

バ
ラ
園
は
様
変
わ
り
し
て
マ
ミ
ー
ブ
ル
ー
、
ラ
・
ド
ル
チ
ェ
ビ
ー
タ
な
ど
の
名
札
あ
り	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かしまの文化

絵手紙

髙
野　

由
奈
さ
ん
（
嘉
島
東
小
６
年
）

「
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
」

�

（
光
琳
か
る
た
よ
り
）

子ども日本画

喰田　一子さん（鯰）
「夏にお別れ」

柿
本　

歩
美
さ
ん

（
上
島
）

〇
出
典

　
「
欧
陽
通
・
道
因
法
師
碑
」
か
ら
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県
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
連
携
し
て

整
備
し
た
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
町
総
合
運
動
公
園
東
エ
リ

ア
に
完
成
し
、
９
月
３
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ

ま
し
た
。
県
の
サ
ッ
カ
ー
の
拠
点

と
し
て
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
た
ち

に
利
用
さ
れ
、
町
の
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
ん
で
百

歳
巡
回
表
彰
、
金
婚
表
彰
、
結
婚

50
周
年
の
表
彰
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

今
後
も
す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
々

が
元
気
で
暮
ら
し
て
い
か
れ
る
よ

う
、
改
め
て
願
っ
て
い
ま
す
。

　

18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
台

風
14
号
が
九
州
を
直
撃
し
、
超
大

型
の
台
風
と
あ
っ
て
緊
張
が
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
は
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
、
激
甚

化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
今
後
と
も

河
川
整
備
な
ど
の
災
害
対
策
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

１日	 ・庁内常会
２日	 ・町議会定例会　・熊本地方法務局来庁応対
３日	 ・町総合運動公園東エリアオープニングセレモニー
５日	 ・課長会議　・町議会定例会
６日	 ・町議会定例会　
	 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
７日	 ・老人会長他来庁応対　・熊日金婚夫婦表彰巡回表彰
	 ・寺田稔総務大臣訪問　・谷公一防災担当大臣訪問
８日	 ・全国町村会正副会長会　・全国自治協会理事会　
	 ・全国町村会理事会　
	 ・町村の復興を考える会朝食懇談会
９日	 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　・百歳巡回表彰　
	 ・宇城地域振興局来庁応対
	 ・金婚式　・結婚50周年表彰式　・区長会議
12日	 ・課長会議
20日	 ・課長会議
21日	 ・老人クラブ連合会主催幹部研修会　

	 ・熊本県後期高齢者医療広域連合応対　
	 ・熊本県都市計画課応対
22日	 ・秋の全国交通安全運動巡視　・町議会臨時会　
	 ・地域包括支援センター運営協議会
	 ・小倉將信こども政策担当大臣との意見交換会（WEB）
	 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
24日	 ・消防学校入校申告　
	 ・西村消防小型ポンプ積載車交付式

25日	 ・消防学校退校申告
26日	 ・課長会議　
27日	 ・故安倍晋三国葬儀
28日	 ・熊本県町村会来庁応対　・宇城地域振興局来庁応対
	 ・熊本県共同募金会来庁応対
	 ・国土交通省熊本河川国道事務所長来庁
	 ・熊本県サッカー協会来庁応対　・サントリー来庁応対
29日	 ・JA熊本果実連訪問　
	 ・ワクチン接種に係る医療機関説明会
30日	 ・上益城消防組合管理者会議　・上益城消防組合議会
	 ・熊本交通運輸創立50周年社長就任披露パーティー

９月の
　　 町長の動き

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

外
島　

絹
子　

様
（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

重
則　

様

　

宮
下　

勇
二　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

ハ
ツ
子　

様

　

岩
本　

安
男　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

結
子　

様

　

濱
竹　

ツ
ミ
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

俊
雄　

様

　

野
㟢　

早
也
佳　

様（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

井
芹　

眞
由
美　

様

　
　
　
　
　
　
　

９
月
20
日
現
在

西村消防団へのポンプ積載車の切り替え配備に際し、
あいさつ

意

輪

町老人クラブ連合会幹部研修会であいさつ

県フットボールセンターのオープ
ニングセレモニーであいさつする
荒木町長

荒木町長談
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10
月
に
入
り
、
秋
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
童
謡
に
も
あ

る
よ
う
に
夏
と
は
ち
が
う
虫
た
ち
が

秋
の
長
い
夜
を
に
ぎ
や
か
に
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
秋
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
日
が
暮
れ
る
の
が

早
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
車

を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
の
方
も
十
分
注
意
し
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（都
）

嘉島町の人口動態
令和４年９月30日現在

（前月比）

人   口 10,026 人　

　男　　 4,870 人　

　女　 5,156 人

世帯数　 4,019 世帯　（＋ 9）

　（＋ 5）

　（＋18）

　（＋23）

発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

https://www.town.kumamoto-kashima.lg.jp/

発行日　令和４年10月14日

☎

　
嘉
島
町
上
六
嘉
の
旧
矢
形
川
で

９
月
14
日
、
か
し
ま
幼
稚
園
の
年
中

児
12
人
が
、
緑
川
漁
協
の
放
流
活
動

に
協
力
し
て
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を
放

流
し
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
の
は
20
〜
30
㌢
に

育
っ
た
稚
魚
約
千
匹
（
総
重
量
約
20

㌔
）。
園
児
た
ち
は
ウ
ナ
ギ
が
入
っ

た
大
き
な
バ
ケ
ツ
に
手
を
入
れ
て
、

ぬ
る
ぬ
る
し
た
ウ
ナ
ギ
の
感
触
を

体
験
し
た
後
、
小
分
け
さ
れ
た
小
さ

な
バ
ケ
ツ
で
川
に
放
ち
、「
大
き
く

な
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し

た
。 園

児
ら
ウ
ナ
ギ
放
流

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。役場総務課人事広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。
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秋吉　真斗（まなと）くん　　３歳
　　　咲斗（さくと）くん　　１歳

ご両親：秋吉　良佑さん、栄子さん（北甘木）
２人仲良く元気に育ってね♪

「夏の庭」
松永　まり子さん（井寺）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン水

彩
画

正
永
　浄
信
（
じ
ょ
う
し
ん
）
く
ん

２
０
２
２
年
３
月
30
日
生

ご両親：正永　顕証さん、祐理子さん（北甘木）
元気いっぱい、やんちゃに育っています！


